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阪大 ･工 笠 井 秀 明
阪大 ･基礎工 吉 森 昭 夫
CeCu6･CeAl3,CeCu2Si2などのCe化合物は,Ce原子をLa原子で置換していくと
き,高密度近藤状態から希薄極限の近藤不純物状態-と遷移していく1･2)｡それにともない電
気抵抗,比熱,帯磁率等の温度依存性が変化をみせる.ここでは,とくに高密度近藤状態から
近藤不純物状態-の遷移に対応する電気抵抗の温度依存性の変化について述べたい3･4)｡
高密度近藤状態にあるCe化合物の電気抵抗は,次のような温度依存性を示す｡絶対零度で
はCe原子が規則格子をっくっているので電気抵抗は零であり,温度Tの上昇にともないT2
に比例して増加する｡そしてやがて電気抵抗は最大値を示し,さらに高温側では,ほぼ温度の
対数依存性をもって減少していく｡この温度依存性は,周期的アンダーソンモデルをっかい,
自己エネルギー及びバーテックス部分に対する相互作用Uの高次の異なる相子点にまたがる項
の寄与が無視できるとすれば,理論計算によって定性的に説明できる3)｡
一方,希薄極限での近藤不純物状態では,電気抵抗はユニタリティー 極限の残留抵抗値を絶対
零度でとり,温度上昇にともないT2に比例して減少し,さらに特性温度TKよりも高温側で
は,温度の対数依存性をもって減少する｡この希薄系での電気抵抗の温度依存性は既に理論的
に説明されている｡
では,合金系の電気抵抗がどのような温度依存性を示すのか調べていくことにする｡合金系
を記述するハミ/レトニアンは,
H-∑ekCtocko+V∑(fk'ocko+Ck'ofko)+∑ev(k)fk'qfko
k,or k,o k,a
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